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学校組織マネジメントによる学校の活性化

～ＳＷＯＴ分析の活用を通して～

学校が信頼され，特色ある教育活動を展開

するために，学校運営への学校組織マネジメ

ントの導入が求められている。学校組織マネ

ジメントとは，「学校内外の能力や資源を開

発・活用し，学校に関与する人たちのニーズ

に適応させながら，学校教育目標を達成して

いく過程や活動」のことである。

そこで本稿では，学校組織マネジメントを

効果的に進める手法の一つであるＳＷＯＴ

（スウォット）分析を活用した，学校を活性

化するための取組について述べる。

１ 学校組織マネジメントが求められる理由

学校組織マネジメントの必要性について

は，これまでの中央教育審議会答申等で

述べられてきているが，中央教育審議会

「教員の資質能力向上特別部会」の「審

議のまとめ」（平成24年５月）の中でも，

「学校現場では，いじめ・不登校等生徒

指導上の諸課題への対応，特別支援教育

の充実をはじめ，複雑かつ多様な課題に

対応することが求められている。教員が

こうした課題に対応できる専門的知識・

技能を向上するとともに，マネジメント

力を有する校長のリーダーシップの下，

地域の力を活用しながら，チームとして

組織的かつ効果的な対応を行う必要があ

る（一部省略）」ことに改めて言及して

いる。

各学校では，学校評価を基にしたＰＤＣ

Ａサイクルによる学校運営に努めている

が，「取組が形骸化し改善が不十分であ

る」などの反省が研修会で聞かれること

がある。このような学校では，取り組む

べき課題とその対策を教職員間で共有し

て実践するなど，学校組織マネジメント

による学校運営の改善が必要である。

２ 学校組織マネジメントの特徴

(1) 学校組織マネジメントのプロセス

まず，学校内外の環境に応じて，ミッ

ションとビジョンを明確にして，重点

目標を定め具体的な実行策を立てる。

「ミッション」とは，組織の存在意義

であり社会における使命を示す。児童

生徒に対するミッションは，学校教育

目標と考えることもできる。「ビジョ

ン」とは，学校や児童生徒の将来像を

明らかにしたもので，学校の中期の目

標に当たる。ビジョンで示された重点
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目標は，単年度の活動計画(Plan)とし

て具体化される。そして，活動計画を，

実践(Do)，評価(Check)，改善(Action)

のＰＤＣＡサイクルにより展開してい

く（図１）。

図１ 学校組織マネジメントのプロセス

学校組織マネジメントは，Planの段

階を充実させる取組ともいえる。ミッ

ションやビジョンを明確にする段階

（①）や評価を基に改善策を検討する

段階（②）では，ＳＷＯＴ分析や論理

的に考えを展開するための各種シート

を活用することが効果的である。

(2) 学校組織マネジメントにおける目標設

定

目標は，いつまでに，何を，どのレベ

ルまで達成するのかなどを具体的に設

定することが大切である。

学力向上が課題である学校を例にとる

と，｢子どもに確かな学力を付ける。｣

という目標ではなく，「子どもに確か

な学力を付けるために，今年度は，授

業改善と家庭学習の習慣化に重点的に

取り組む。授業改善では，学習のめあ
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てを子ども全員に意識させる導入の工

夫と一単位時間での評価の確実な実施

に取り組み，学年末には単元の評価問

題の平均通過率が８割になっているこ

とを目指す。」などとする。

３ ＳＷＯＴ分析

(1) 「ＳＷＯＴ分析」とは

学校の内部環境の具体的な状況を，強

み(Strength)と弱み(Weakness)に，学校

を取り巻く外部環境の具体的な状況を

機会(0pportunity)と脅威(Threat)とに分

類することにより，多様な観点から特

色ある学校づくりや課題の解決策を構

築するための手法である（図２）。

図２ ＳＷＯＴ分析の４観点と内容

内部環境や外部環境には，表１のよう

な例があるが，視点によって変わるこ

ともある。また，同じことでもプラス

とマイナスの両面をもつこともある。

表１ 内部環境・外部環境の例

【内部環境】 【外部環境】

強み（Ｓ） 機会（Ｏ）

学校内の環境 学校外の環境

や資源の中で， や資源の中で，

活用できるもの 学校に支援的に

働くもの

弱み（Ｗ） 脅威（Ｔ）

学校内の環境 学校外の環境

や資源の中で， や資源の中で，

修正すべきもの 学校に阻害的に

働くもの

プ
ラ
ス
面

マ
イ
ナ
ス
面

〈内部環境の例〉

児童生徒，教職員，学校評議員，Ｐ

ＴＡ，生徒会，校舎，グラウンド，予

算，校風・伝統，教育課程 など

〈外部環境の例〉

保護者，同窓会，地域住民，小中高

等学校，幼稚園，保育所，少年団，自

治会，警察，企業，自然，産業 など
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(2) ＳＷＯＴ分析のよさ

ＳＷＯＴ分析で分類された強みと機会

を生かせば，特色ある学校づくりが可

能になる。また，弱みと脅威を明確に

すれば，克服すべき解決策も検討しや

すくなる。

分析する活動を通して，新しい事実が

分かったり，同じ事柄でも学校にプラ

スに働く場合やマイナスに働く場合が

あることに気付いたりすることができ

る。また，一人一人がお互いの考えを

出し合うことによって，教職員間のコ

ミュニケーションが図られ，教育活動

に主体的に参画していこうとする意欲

や態度の高まりも期待できる。

(3) 実施時期

ＳＷＯＴ分析は，特色ある学校づくり

や課題の解決策を検討する際に役立つ。

そのことから，次年度の教育課程を策

定する２学期末や，新年度の取組を具

体的に検討する年度初めが適切である。

４ ＳＷＯＴ分析の活用例

(1) 現状認識と課題の解決策の検討（複数

の学科がある高等学校の例）

ア 取組の概要

・ 校内研修において全教職員で現状

を確認し，課題の解決策を検討し

た。

・ 一人一人が考えた取組を付箋紙に

書き出すなどして，グループごと

に分析し，分析結果を基に特色づ

くりと課題の解決策を検討し，全

体で発表後，研修係がまとめた。

イ ＳＷＯＴ分析の結果

強み（Ｓ） 機会（Ｏ）

・多様な学習コー ・新設校のため地
スを選択できる｡ 域の期待が大き

・進学，就職先が い。
多様である。 ・地域の企業が協

・工業の設備が充 力的である。
実している。 ・中高連携の取組

・教職員の数が多 が盛んである。
い。 ・駅から近く通学

・部活動への加入 に便利である。
率が高い。

弱み（Ｗ） 脅威（Ｔ）

･１，２年生の進 ・保護者や企業が
路目標が明確で 学科内容を十分
ない。 理解していない｡

･学校の特色が新 ・地区内の中学生
入生に理解され の数が減少して
ていない。 いる。

･職員の年齢構成 ・同じような学科
に偏りがある。 の高校が増えて

･定員に満たない いる。
学科がある。 ・進路希望に応じ

･ホームページの た就業体験の場
閲覧数が少ない｡ が少ない。

ウ 特色づくりと課題解決

○ 強みと機会(ＳＷＯＴ分析結果の

ゴシック部分)を生かす特色づくり

キャリア教育を重点とする教育

活動の充実

・就業体験を核とした，多様な

進路選択に対応する教育活動

への取組

・保護者・企業等との積極的な

連携

○ 弱みと脅威(ＳＷＯＴ分析結果の

ゴシック部分)を克服する具体策

特色ある教育内容の積極的な広報

・中高連携活動の充実(体験入

学，出前授業，部活動指導など)

・ホームページや広報誌の充実

(2) 学力向上に向けた実行策の検討（中学

校の例）

ア 取組の概要

・ 管理職から，学力向上を重点目標

として提示された。
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・ 校内研修において全教職員で具体

的な実行策を検討した。

・ 学年ごとのグループで分析し，分

析結果を基に実行策を検討し，全

体で発表後，研修係がまとめた。

イ ＳＷＯＴ分析の結果
強み（Ｓ） 機会（Ｏ）

・生徒が素直で仲 ・保護者が積極的
もよい｡ に支援する｡

・生徒は教員を信 ・地域住民が学校
頼している｡ に協力的である｡

・部活動に熱心に ・伝統文化が継承
取り組む｡ されている｡

・共通実践への教 ・自然環境が豊か
職員の意識が高 である｡
い｡ ・学区内に高校が

・中堅教員が多く ４校あり，多様
意欲的である｡ な選択が可能で

ある｡
弱み（Ｗ） 脅威（Ｔ）

・指示された内容 ・塾通いの生徒が
以上の学習をす 半数いる｡
る生徒が少ない｡ ・１，２年生の保

・家庭学習の時間 護者の学力への
が少ない｡ 関心が低い｡

・教科担任間の連 ・地域の施設等の
携が十分でない｡ 活用が少ない｡

・教具が十分揃っ ・校区内の小学校
ていない｡ との連携のため

の組織がない｡

ウ 実行策の検討と取組案

図３ シートを使った整理

まず，各自が付箋紙に具体的な実行

策を記入し，記述内容を「着手の難

易」と「効果の大小」を指標にシー

トに整理した（図３）。次に，着手

着手・易 難

効
果
・
大

小

授業での共通実
践項目を設定し，
全教科で取り組
む｡

少人数指導を多
くの教科で取り
入れる｡

学習の手引を活
用し，家庭学習
に計画的に取り
組ませる｡

家庭学習の未提
出者は，放課後
に必ず取り組ま
せる｡

休業中に補充指
導を行う｡

理解度に応じた
課題を作成し，
取り組ませる｡

部活動顧問も学
習指導を行う｡

保護者に授業の
支援員を依頼す
る｡

朝読書を毎日実
施する｡

が容易で，効果が大きいと考えられ

る実行策を全体で話し合い，「授業

での共通実践項目の設定と家庭学習

の習慣化」への取組を具体化するこ

とを決めた。そして，グループごと

に具体的な取組案を出し合い，全体

で次のようにまとめた。

〈家庭学習の習慣化への取組案〉

○ 学習の手引を参考に，基本的な

家庭学習の計画を立てさせる。

○ 家庭学習の時間を毎日記録させ

るとともに，学習状況を学級通信

等で保護者にも知らせる。

○ 授業の終末に家庭での学習内容

を確認する。

○ 予習課題にも取り組ませる。

○ 入学前に小学６年生に中学校で

の家庭学習について説明する。

確実な実践とするために，研修係は，

次回の校内研修会で取組案に担当者

や評価などを位置付けて提案した。

学校の教育活動は，管理職はもちろん全教

職員が，学校組織マネジメントのよさを理解

し，様々な場面でＳＷＯＴ分析を通した話合

いなどを行い主体的な実践を行うことで，活

性化する。実態に応じた効果的な手法を選択

し活用しながら，取り組むことが大切である。

また，学校組織マネジメントを展開するこ

とは，結果として，教職員が問題解決の能力

やコミュニケーション能力を身に付けること

にもつながる。教職員の資質能力の向上を図

る点からも，積極的な取組を期待したい。
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